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概要版 阿南市新水道ビジョン 2022▶2028 

～市民とともに未来へつなぐあなんの水道～ 

 

第 1 章 阿南市新水道ビジョン 2022▶2028 策定にあたって 
１．１ 新水道ビジョンの趣旨と見直しの背景 

本市では、平成２５年に厚生労働省から｢新水道ビジョン｣が策定・公表されたことにより、今

後の本市水道事業が目指すべき姿や具体的な施策を示す水道事業ビジョンとして、平成２８年

３月に「阿南市新水道ビジョン」（以下「前計画」という。）を策定しました。 

本市水道事業は、前計画に定めた施策に対し具体的な取り組みを推進しているところですが、

平成３０年１２月に成立した水道法の一部を改正する法律では、広域連携、適切な資産管理、

官民連携の推進等、水道事業の基盤強化が求められるなど水道事業を取り巻く環境は刻々と

変化しております。 

このような状況の中、前計画では、フォローアップとして阿南市水道事業審議会を５年に１度

程度開催し、当初計画や事業推進に伴う問題点、事業の効果等について明確に検証を行うこ

ととしていることから、本市水道事業の現状を改めて整理するとともに、継続的に対応すべき課

題と新たな課題を抽出し、さらに審議会の意向や社会情勢の変化等を踏まえ、施策目標や実

現方策の見直しの必要性を検討した上で前計画を抜本的に見直し、後期計画として「阿南市

新水道ビジョン 2022▶2028～市民とともに未来へつなぐあなんの水道～」（以下「本計画」と

いう。）を策定しました。 

 

１．２ 位置づけ 

本計画は、市政運営における最上位計画である『阿南市総合計画 2021▶2028～咲かせよ

う夢・未来計画 2028～』（以下「総合計画」という。）や「新水道ビジョン」（厚生労働省策定・公

表）などの内容と整合を図りながらそれらの方針に沿って精査・検討して策定しており、本市水

道事業の目指すべき将来像に向けた基本計画と位置づけます。 

 

１．３ 計画期間と目標年次 

令和４年度から令和１０年度までとする７年間の計画期間とします。 

 

第 2 章 阿南市水道事業の概要 
本市の水道事業は昭和３８年、富岡町上水道を主体とする上水道２か所、簡易水道６か所を

統合して、計画給水人口１００,０００人、計画一日最大給水量４０,０００m３/日をもって、経営認

可を得て創設されました。その後、１市２町による市町村合併を経て、計画給水人口７７,０００人、

計画一日最大給水量４６,３１２m3/日をもって、現在に至ります。また、上水道以外に市営の簡

易水道及び地元管理・運営による簡易水道等があります。 

なお、本市の水道事業には１８か所の水源地（１か所休止）があり、水源の種類は、地下水、表

流水、伏流水、ダム水及び湧水と多種で、ほとんどの水源は一級河川那賀川水系に位置し、良

質な地下水であるため塩素消毒のみの処理により供給しています。
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第 3 章 現状の分析 
３．１ 水需要の見通し 

本市の給水人口は、令和１０年度には６１,３４７人、年間有収水量は、約８,１７３千ｍ3 まで減少

すると想定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．２ 水道料金と財政状況 

水道事業は独立採算制で経営しており、料金収入を主な財源として老朽施設の整備や更新

及び耐震化等を行っていますが、現在、既に耐用年数を超過した施設が多く、今後、それら更

新費用等は増加することとなりますが、料金収入は減少傾向にあります。 

 

 

第 4 章 基本理念と現状の課題 
４．１ 基本理念 

本市水道事業では、目指すべき水道の将来理想像に向けて、以下の基本理念を掲げ、未来

につながる水道事業運営に努めます。 
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【阿南市給水人口の推移】 

 

「安心な水を安定的にとどけ、未来へつなぐライフライン」 

～「市民協働」による持続可能な発展をめざして～ 

【安全】 

安全で良質な水道水の確保 
 

いつでもどこでも安全・安心でおいしい水をお

届けができるよう、適切な水質管理により、将来

にわたり安定供給に努めます。 

【持続】 

水の安定供給と健全経営の持続 
 

経営の効率化や財政基盤の安定化を図るとと

もに技術基盤の確保により、健全で安定した水

道事業の次代への継承に努めます。 

【強靭】 

災害に対して強靭な水道施設の整備 
 

老朽化した施設の更新や耐震化等を計画的

に行うことにより、地震や風水害等の自然災害に

強い水道施設の整備に努めます。 

『阿南市新水道ビジョン 202２▶2028』 基本理念 
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４．２ 課題のまとめ 

本計画では、改正水道法の施行により水道事業の基盤強化が求められていることや行政区

域内人口が前計画での推計値以上に減少すると見込まれるなど、本市水道事業を取り巻く環

境は、なお一層厳しさを増すことが予想されていることから、本市水道事業の現状を改めて整

理するとともに、抽出した問題点等やそれらに対応する本市の課題を以下のとおりまとめました。 

 

基本 

方針 
業務指標(PI)の分析による問題点等 課 題 

〖 

安 
 

 

全 

〗 

◇ 業務指標(PI)による総合評価：良好 

同規模事業体平均（Ｈ30）との比較において、基本的
には本市の水道は『安全』な状況にあります。 

1. 水道水質管理水準の向上 

2. 危機管理体制の整備 

3. 適切な水質管理の継続 

〇 A１０１「平均残留塩素濃度」、A１０２「最大カビ臭
物質濃度水質基準比率」は同規模事業体平均並
み、あるいは良好な状況です。今後も維持していく
必要があります。 

〇 水源の A３０１「水質事故件数」は０件です。適切
な水質管理を継続し、災害等に対する危機管理体
制も整備する必要があります。 

〖 

強 
 

 

靭 

〗 

◇ 業務指標(PI)による総合評価：重点的課題 

同規模事業体平均（Ｈ30）との比較において、Ｂ６０４
「配水池の耐震化率」は“良い傾向”ですが、他の項目は
“良くない傾向”です。また、５年間の指標値の傾向にお
いても、“良くない傾向”の項目が多く、本市の水道は『強
靭』が重点的な課題です。 1. 基 幹 施 設 及 び基 幹 管 路 等 の老 朽 化

対策と耐震化 

2. 重要給水施設へライフラインの確保 

3. バランスのとれた経営戦略の立案と実施 

4. 統合管理・監視システムの有効活用 

5. 環境保全の取組 

〇 B５０３「法定耐用年数超過管路率」等管路の老
朽化を示す指標が悪化しており、基幹管路の老朽
化・耐震化対策やライフラインの確保が重要となっ
ています。また、多額の事業費を要する工事が予想
されるため、バランスの取れた事業計画の策定が
求められます。 

〇 事業計画の策定のためには統合管理・監視シス
テムの活用が有用です。 

〇 B３０２「配水量１ｍ3 当たり消費エネルギー」等の
値が同規模事業体平均より多い状況であり、環境
保全等に関する取り組みが必要です。 

〖 

持 
 

 

続 

〗 

◇ 業務指標(PI)による総合評価：概ね良好 

同規模事業体平均（Ｈ30）との比較において、「職員」
に関する項目以外は“良い傾向”の項目が多く、本市の
水道は概ね『持続』可能な運営状況にあります。 

1. 料金制度の継続的な検証・見直し 

2. 経営基盤の強化 

3. 情報提供と市民協働の推進 

4. 人材・技術の確保と継承 

〇 C１０１「営業収支比率」等経営成績を示す指標は
良好ですが、多額の事業費を要する工事が今後見
込まれるため、料金制度の検証・見直しや経営基
盤の強化が求められます。 

〇 多額の事業費を要する工事や料金制度の見直し
を実施するためには市民へ防災や収益・投資の情
報を提供していく必要があります。 

〇 C２０４「技術職員率」等、職員の確保と技術の継
承に関する指標は同規模事業体平均より低い状
況であり、人材・技術の確保と継承に関する対策が
必要です。 



阿南市新水道ビジョン 2022▶2028（概要版） 

 

4 
 

第 5 章 施策目標と実現方策の立案 
５.１ 施策目標 

本計画に掲げた基本理念の実現に向けて、施策目標を【安全】、【強靭】、【持続】のキーワー

ド別に設定し、その施策目標により具体的な実現方策を計画的に推進していきます。（主な施

策内容は、６ページ「6.2 施策目標・成果指標一覧」を参照。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課  題  施策目標  実現方策 

【安全】 

施策 ９ エネルギー利用の効率化 

1.水道水質管理水準の向上 
 

2.危機管理体制の整備 
 

3.適切な水質管理の継続 

施策 １ 水源事故対策 

施策 ２ 応急給水の準備対策 

施策 ３ 事業継続計画等の危機管理 

体制の整備 

施策 ４ 関係機関との連携体制等に 

よる適切な水質管理 

⑴ 水源管理対策 

⑵ 危機管理対策 

⑶ 水環境の保全 

⑴ 水道施設の 

老朽化対策と耐震化 

⑵ 資産管理の活用 

施策 ５ 施設耐震化対策 

⑶ 水道施設の 

レベルアップ 

施策 ６ アセットマネジメント手法を 

用いた資産管理の実践 

⑷ 環境負荷低減対策 

施策 ７ 施設の適正な維持管理、 

電子化した施設情報の活用 

施策 ８ 有収率の向上 

【強靭】 

1.基幹施設及び基幹管路等の 

老朽化対策と耐震化 
 

2.重要給水施設へライフライン

の確保 
 

3.バランスのとれた事業経営計画 

の立案と実施 
 

4.統合管理・監視システムの 

有効活用 
 

5.環境保全の取組 

【持続】 

施策１０ 逓増型料金制度の検証 

施策１１ 近隣水道事業体等との連携 

・広域化の検討 

施策１２ 多様な官民連携の活用 

施策１３ 社会学習の場の提供 

施策１４ 地震等災害時の市民との連携 

施策１５ 市民へ情報提供の充実 

⑴ 料金制度の最適化 

施策１７ 技術力確保・向上 

⑵ 広域連携・官民連携の 

推進 

⑶ 水道サービスの充実 

1.料金制度の継続的な検証 

・見直し 
 

2.経営基盤の強化 
 

3.情報提供と市民協働の推進 
 

4.人材・技術の確保と継承 

⑷ 技術基盤の確保 

施策１６ 給水装置工事事業者制度の 

改善 
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５.２ SDGs（持続可能な開発目標）への取組 

本市では、令和３年度から総合計画の下、地方創生の取り組みを推進していくこととしており、

総合計画の各施策分野に SDGs の目指す１７のゴールを関連付けることで、SDGs を一体的に

推進しています。本計画で掲げる基本理念の実現のための各施策は、ＳＤＧｓで示されている目

標と大変関わりが深く、ＳＤＧｓのゴールと同じ方向性となっており、ＳＤＧｓの目指す１７のゴール

のうち、本計画における施策目標との関連性については、次のとおりとなります。 

 

ゴール 6  安全な水とトイレを世界中に 

【安全】   ⑴ 水源管理対策    ⑶ 水環境の保全 

【強靭】   ⑴ 水道施設の老朽化対策と耐震化    ⑵ 資産管理の活用 

⑶ 水道施設のレベルアップ     

【持続】   ⑴ 料金制度の最適化    ⑶ 水道サービスの充実 

⑷ 技術基盤の確保 

 

ゴール 7  エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

【強靭】   ⑷ 環境負荷低減対策 

 

 

ゴール 11  住み続けられるまちづくりを 

【安全】   ⑵ 危機管理対策 

【強靭】   ⑴ 水道施設の老朽化対策と耐震化    ⑵ 資産管理の活用 

⑶ 水道施設のレベルアップ 

【持続】   ⑶ 水道サービスの充実    ⑷ 技術基盤の確保 

 

ゴール 17  パートナーシップで目標を達成しよう 

【持続】   ⑵ 広域連携・官民連携の推進    ⑶ 水道サービスの充実 

⑷ 技術基盤の確保 

 

 

第 6 章 フォローアップ 
６．１ 進捗管理と見直し 

本計画では、３つの基本方針を適正かつ効果的に達成してい

くために、策定した計画（Plan）に従い、事業を実施（Do）し、目

標の達成状況を検証（Check）し、事業の改善の検討（Action）

を継続的に行います。 

また、本計画の計画期間中、社会情勢及び水道事業を取り巻

く環境の変化が生じたときは、必要な見直しを行うなど、ＰＤＣＡ

サイクルの考え方に基づき、実現方策の有効性などを確認しなが

ら、計画の推進や改善に努めます。
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6.2 施策目標・成果指標一覧 

1) 【安全】で良質な水道水の確保 

2) 災害に対して【強靭】な水道施設の整備 

3) 水の安定供給と健全経営の【持続】 

 

施策目標 
単位 

望ましい 

方向 

平成 

３０年度 

令和 

１０年度 № 業務指標(PI)等 

水源管理対策     

1 阿南市水安全計画の策定 ― ― 未了 策定 

危機管理対策     

2 富岡配水池へ緊急遮断弁等の整備 ― ― 未整備 整備 

3 応急給水・応急復旧訓練等の実施 回/年 ↑ ２ １ 以上 

水環境の保全     

4 水質基準適合率［（基準値内検体数/水質検査検体数）×100］ ％ ↑ １００ １００ 

施策目標 
単位 

望ましい 

方向 

平成 

３０年度 

令和 

１０年度 № 業務指標(PI)等 

水道施設の老朽化対策と耐震化     

5 
基幹管路の耐震管率（業務指標№ Ｂ６０６） ％ ↑ １１．０ ３５．０ 

管路の更新率（業務指標№ Ｂ５０４） ％ ↑ ０．００ ０．６４ 以上 

資産管理の活用     

6 アセットマネジメント「簡易支援ツール」の活用 ― ― 策定 更新・活用 

水道施設のレベルアップ     

7 各施設データ全てを統合管理・監視システムに反映・運用 ― ― 一部反映 
全て反映 

・運用 

環境負荷低減対策     

8 有収率（業務指標№ B112） ％ ↑ ８０．７ 8５.０ 

9 
ＬＥＤ照明等の省電力型へ切り替え ― ― 推進 継続 

配水系統の見直し ― ― 検討 推進 

施策目標 
単位 

望ましい 

方向 

平成 

３０年度 

令和 

１０年度 № 業務指標(PI)等 

料金制度の最適化     

10 料金回収率（業務指標№ Ｃ１１３） ％ ↑ １２８．９ 100 以上 

広域化・官民連携の推進     

11 水道広域連携検討会へ参加・検討 ― ― 参加・検討 継続 

12 官民連携手法の調査研究・推進 ― ― ― 
調査研究 

・推進 

水道サービスの充実     

13 施設見学実施率［（見学実施回数/見学希望回数）×１００］ ％ ↑ 100 100 

14 防災訓練等の実施 回/年 ↑ １ １ 

15 経営戦略、経営比較分析表、財政状況等の情報提供など ― ― 一部実施 継続・向上 

技術基盤の確保     

16 指定基準を遵守した指定給水装置工事事業者の指定更新 ― ― ― 全事業者 

17 技術職員率（業務指標№ Ｃ２０４） ％ ↑ 26.1 連携・向上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大野水源地 

配水ポンプ（西原水源地） 

非常用自家発電装置 
（加茂谷水源地） 

加圧式給水車（タンク容量：2,000Ｌ） 

緊急遮断弁（橘配水池） 

桑野川水管橋（φ500ｍｍ） 
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